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臨床研修群方式の推進への課題と論点（案） 

各課題（枠内）は歯科医師臨床研修推進検討会報告書（平成 20 年 12 月 22 日）および 

医道審議会歯科医師分科会歯科医師臨床研修部会意見書（平成 21 年 2 月 2 日）による 

 
課題１ 
 

現在、歯科医業は歯科診療所を中心として行われていること、また全身管理に

関連した歯科医業は病院歯科で多く行われていることから、今後の臨床研修制

度を充実するためには、歯科診療所及び病院歯科（以下、「歯科診療所等」とい

う。）をより活用した方策を検討すべきである。 
 
・歯科診療所での研修期間が長い研修プログラムを増やすよう、提言してはどうか。 

・歯科診療所が主体的に臨床研修に参加できるよう、管理型臨床研修施設として申

請しやすい環境（手続きの簡素化など）を整備してはどうか。 
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課題２ 
 

群方式の円滑な推進に係る手続き 
   …現在、群方式における管理型施設が行わなくてはならない事務手続き（年次

報告、施設群の構成の変更等）には、煩雑な面が少なからずあることが指摘

されている。従って、群方式の円滑な推進を図る観点からも、事務手続きに

関する負担軽減を図ることが必要である。 
 
 
・臨床研修施設の指定に必要とされる申請様式を簡素化してはどうか。  
・過大な負担となっている管理型臨床研修施設の事務処理を、外部に委託できる 
ようにしてはどうか。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


